
 
 
 

北海道教育委員会「課題解決型授業(主体的･対話的で深い学び)に関する調査研究プロジェクト」実践推進校主催 

12 月 6 日(金)，「朝日の教育」実践発表会の午後は，北海道教育大学旭

川校准教授 山中謙司氏を講師に迎え，講演会を開催いたしました。 

山中氏は，令和 2 年 4 月から新学習指導要領全面実施に向けて，「学習

評価は，学習指導と共に学校の教育活動の根幹にあたるものである。」と学

習評価の重要性を示してくださいました。 

特に，資質・能力の育成の実現を図る手段としての「主体的･対話的で深

い学び」や「見方・考え方」について触れながら，児童の学習の成果を的

確に捉え，教師が指導の充実を図るとともに，児童が自らの学びを振り返

って次の学びに向かうことができる学習評価の在り方について，本校の授

業例を取り上げ，お話くださいました。 
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